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論文の内容の要旨 













液 (0.1 M Bu4NBF4/DMF) に溶解させることで反応液を調製した。電解槽は、陰極で発生した活性種の
失活を防ぐために、著者は両極槽をグラスフィルターで隔てた U 字型分離槽を作成し、陰極として BDD
電極を用い、対極には白金コイルを使用した。また、BDD 電極の特性を見出すために、比較用の対象電





BDD 電極を陰極として用いて 4-methoxyphenylacetone の電解還元反応を検討したところ、著者はケトン
基の還元反応が進行した生成物は確認されず、アシル−炭素結合が酸化的に開裂した p-anisic acid が収率
23%で得られることを見出した。また、電気化学的条件および溶媒、支持塩の最適化を行ったところ、
0.1 M [Bu4N][BF4]/DMF 中、電流密度 j = 2.1 mA/cm2、通電量 Q = 3 F/mol を通電することで、52%まで収
率が向上することが分かった。また、電極材料の検討を行ったところ、Pt, Cu, GC 電極を用いた場合で











ーオキシドであることを示し、この活性酸素種が 4-methoxyphenylacetone と反応することでアシル− 炭
素結合が開裂して p-anisic acid を与えるという反応機構を提案している。反応基質の電気化学分析の結
果から、著者は基質の還元電位が大きい場合には、酸素の還元と基質の還元が競合することで結合開裂
反応が妨害され、基質の還元電位が十分に小さい場合には酸素の還元が優先して結合開裂反応が進行し













平成 30 年 12 月 27 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を
求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定し
た。よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
